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◆Nintendo Switch　〔1名〕

塚本　真美瑠さん（立川運転区分会・塚本駿輔さん家族）

◆スマートウォッチ　〔1名〕

吉川　奈津子さん（国府津運輸区分会）

◆インスタントカメラ（チェキ）　〔2名〕

須藤　あみさん（つがる運輸区分会・須藤　毅さん家族）

田中　美羽さん（茅ヶ崎運輸区分会・田中　康之さん家族）

◆衣類スチーマー　〔2名〕

山王堂　嗣樹さん（東京地本OB）

小髙　孝史さん（宇都宮信号通信連合メンテナンスセンター分会）

◆モバイルバッテリー　〔3名〕

江刈内　一さん（盛岡支社分会（電力指令）・江刈内友章さん家族）

濱田　智成さん（仙台運輸区分会）

笛木　潤さん（大宮駅分会（JESS））

◆三陸鉄道さんてつサイダー　〔1名〕

福原　康介さん（千葉車両センター連合分会）

◆みなかみホテルジュラクペア宿泊券　〔1名〕

渡辺　佳奈さん（蕨保線技術センター分会・渡辺雅樹さん家族）

地
方
ロ
ー
カ
ル
線
の
実
情
に
つ
い
て
、

�
国
会
議
員
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換

サ
ー
ク
ル
を
通
じ
た
横
の
つ
な
が
り
で
、
組
織
強
化
・
拡
大
を
め
ざ
す
！

�

本
部
サ
ー
ク
ル
協
議
会

　「
サ
ー
ク
ル
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催
！

　
Ｊ
Ｒ
東
労
組
は
、
関
係
地
本
と

共
に
Ｊ
Ｒ
総
連
の
協
力
の
基
、
地

方
ロ
ー
カ
ル
線
の
実
情
に
つ
い

て
、
国
会
議
員
の
皆
さ
ん
と
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
１
月
23
日
、
水
戸
地
本
と
共
に

浅
野
衆
議
院
議
員
、
堂
込
参
議
院

議
員
と
、
１
月
31
日
、
盛
岡
地
本

と
共
に
菊
田
衆
議
院
議
員
、
谷
田

川
衆
議
院
議
員
、
田
名
部
参
議
院

議
員
、
横
沢
参
議
院
議
員
と
、
２

月
１
日
、
長
野
地
本
と
共
に
下
条

衆
議
院
議
員
、
神
津
衆
議
院
議

員
、
羽
田
参
議
院
議
員
、
杉
尾
参

議
院
議
員
と
意
見
交
換
し
、
国
鉄

改
革
の
ス
キ
ー
ム
や
、
地
方
ロ
ー

カ
ル
線
の
実
情
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の

考
え
方
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
交

わ
し
ま
し
た
。

　
国
会
議
員
の
皆
さ
ん
か
ら
は

「
皆
さ
ん
の
問
題
意
識
を
受
け
止

め
、
国
会
内
の
場
で
も
主
張
し

て
い
く
」
「
安
易
な
廃
線
は
、
地

域
衰
退
の
原
因
に
な
る
」「
首
相

の
『
地
域
公
共
交
通
の
リ
デ
ザ
イ

ン
に
向
け
、
国
の
支
援
を
拡
充
す

る
』
と
の
発
言
が
ど
の
よ
う
な
こ

と
か
注
視
し
た
い
」
「
働
く
皆
さ

ん
の
雇
用
を
守
り
、
収
益
を
確
保

す
る
こ
と
が
重
要
だ
」
「
学
生
の

移
動
手
段
で
あ
る
鉄
路
の
重
要
性

を
学
ん
だ
」
「
鉄
道
事
業
者
・
自

治
体
・
国
交
省
だ
け
で
は
な
く
、

利
用
す
る
方
々
の
意
見
も
必
要
」

「
少
子
高
齢
化
社
会
を
つ
く
っ
た

側
に
も
責
任
が
あ
る
。
地
域
に
人

が
残
る
仕
組
み
が
必
要
」「
各
自

治
体
へ
も
問
題
意
識
を
発
信
し
た

方
が
良
い
」
「
道
路
は
廃
止
し
な

い
の
に
線
路
を
廃
止
す
る
の
は
お

か
し
な
話
」
な
ど
、
ご
理
解
を
い

た
だ
く
と
と
も
に
数
多
く
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
東
労
組
は
、
安
易
な
赤
字

ロ
ー
カ
ル
線
の
廃
止
に
は
反
対
で

す
。
地
域
の
足
と
私
た
ち
の
雇
用

を
守
り
、
親
し
ま
れ
る
鉄
道
を
残

す
た
め
、
組
合
員
や
未
加
入
者
の

み
な
ら
ず
、
国
会
議
員
・
地
方
議

員
の
皆
さ
ん
や
地
域
の
皆
さ
ん
と

も
議
論
し
て
い
き
ま
す
。

　
２
月
10
日
、
本
部
サ
ー
ク
ル
協

議
会
は
「
サ
ー
ク
ル
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
、
各
サ
ー
ク
ル
の
代
表

者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
美
世
志
会
の
上
原
さ
ん

か
ら
、
え
ん
罪
・
Ｊ
Ｒ
浦
和
電
車

区
事
件
や
会
社
の
経
営
姿
勢
、
労

働
組
合
の
大
切
さ
に
関
す
る
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
「
え
ん
罪
・

Ｊ
Ｒ
浦
和
電
車
区
事
件
の
発
生
当

時
、
何
が
起
き
て
い
る
か
を
理
解

す
る
ま
で
時
間
が
か
か
っ
た
。
で

も
サ
ー
ク
ル
や
職
場
で
温
か
み
を

実
感
し
、
仲
間
の
た
め
に
行
動
し

よ
う
と
思
っ
た
」
「
懲
罰
的
日
勤

教
育
で
病
欠
に
追
い
込
む
会
社
現

実
は
許
せ
な
い
。
乗
務
で
の
ミ
ス

は
乗
務
で
克
服
す
る
べ
き
だ
」「
ジ

ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
異

動
後
、
５
回
の
見
習
い
で
覚
え
ろ

と
言
わ
れ
た
が
、
職
場
の
安
全
風

土
づ
く
り
を
考
え
て
、
覚
え
ら
れ

る
ま
で
の
十
分
な
見
習
い
期
間
を

求
め
た
」
「
未
加
入
者
に
来
て
も

ら
え
る
分
会
を
つ
く
っ
て
い
る
。

組
織
拡
大
を
実
現
し
た
い
」
な

ど
、
講
演
を
受
け
て
の
感
想
や
、

今
の
経
営
姿
勢
、
職
場
で
の
実
践

に
つ
い
て
活
発
な
討
論
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
サ
ー
ク
ル
協
議
会
で
は
、
サ
ー

ク
ル
活
動
を
通
じ
た
横
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
「
よ
く
学
び
」「
よ

く
遊
び
」
「
よ
く
た
た
か
う
」
を

合
言
葉
に
組
織
強
化
・
拡
大
を
実

現
し
て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
て
い

き
ま
す
！

◆鉄道ファミリーお菓子セット　〔20名〕

齋藤　誠さん（千葉営業分会）

松岡　孝司さん（横浜支社分会（JEPS横浜事務センター））

矢野　幸子さん（宇都宮駅分会・矢野　雅之さん家族）

渡辺　宏平さん（中野電車区分会）

齋藤　光司さん（仙台地本OB）

鈴木　綾音さん（小牛田運輸区分会・鈴木康一郎さん家族）

和知　冬真さん（宇都宮運輸区分会・和知　郁也さん家族）

佐藤　渉さん（上野運輸区分会）

橋本　純平さん（山形営業分会・橋本　正子さん家族）

高橋　勲さん（北上連合分会）

小室　正道さん（JRバス土浦分会）

村田　昭次さん（長野地本OB）

松本　愛美さん（さいたま運転区分会・松本　忠夫さん家族）

大川　恵二さん（鴨川運輸区分会）

其田　寧央さん（盛岡設備連合分会・其田　洋輔さん家族）

梁次　邦夫さん（大宮地本OB）

滝野　龍聖さん（宮古連合分会（三陸鉄道）・滝野　鉄也さん家族）

間瀬　英人さん（甲府運輸区分会）

藤村　陸斗さん（盛岡新幹線車両センター分会・藤村　光裕さん家族）

山田　敏文さん（秋田地本OB）

組合員・家族・ＯＢ会の皆さんからのたくさんのご応募、
ありがとうございました。賞品は順次発送します。

New Year Quiz 2023 New Year Quiz 2023 
 解答 &当選者発表！ 解答 &当選者発表！

親しまれる鉄道をめざして、
� 地方「ローカル」線問題を考えよう！

クイズの答えは

◆鉄道ファミリーうどん・そば・カレーセット　〔15名〕

金澤　晴樹さん（八戸運輸区分会）

浜田　宏一さん（宮城野運輸区分会）

田村　星依さん（鶴見線営業所分会・田村　洋介さん家族）

勅使川原　純さん（東京車掌区分会）

神保　雅夫さん（高崎地本OB）

小林　智さん（新潟運輸区分会）

福田　晴美さん（長野地本OB）

小林　勉さん（バス佐野分会）

佐藤　豊さん（秋田事業所分会（羽後牛島駅））

村田　祐一さん（牛久駅分会）

門山　未来さん（木更津連合分会・門山俊一郎さん家族）

髙畑　俊英さん（国府津車両センター分会（平塚派出所））

菅原　由美さん（秋田運輸区分会）

羽賀　淳さん（大宮総合車両センター計画科分会）

菊池　亮さん（一ノ関運輸区分会・菊池　孝さん家族）

申 10 号申 10 号

委員会発言に踏まえ、
 12 項目を申し入れ！

真の原因究明による安全哲学を再確立し、真の原因究明による安全哲学を再確立し、
 組合員が「安全・健康・ゆとり」を実感できる職場の実現をめざす申し入れ！ 組合員が「安全・健康・ゆとり」を実感できる職場の実現をめざす申し入れ！

　中央本部は、「第 49 回定期中央委員会」（2 月 7
日開催）における発言等を踏まえ、申 10 号を本社
に申し入れました。
　定期中央委員会では、事象に対する原因究明や再
発防止とはかけ離れたパワハラ日勤教育が行われて
いる現実が発言されました。一方、列車運転中に「疑
わしきは止まれ」と安全側に行動したことで日勤教
育となる事態や、大事故に繋がりかねない事象、教
育の形骸化など、職場では安全が軽視されていると
言わざるを得ません。
　また、施策が進む一方で、システム化における課
題や要員不足、制度拡充の課題等、環境変化のスピー
ドに追い付けず、理想と現実が乖離している実態も
あります。組合員・社員が安心して働ける環境の確
保が必要です。
　真の原因究明による安全哲学を再確立し、組合員
が「安全・健康・ゆとり」を実感できる職場の実現
をめざし、全 12 項目を申し入れました。今後、団
体交渉を行います。

申し入れ項目

【共通】

1. 三現主義（現地・現物・現人）の原点に立ち返り、予

防安全に努めること。また、再発防止のための真の原

因究明を確実に実施し、安全哲学を再確立すること。

2. 各系統を問わず、要員不足が起因とも捉えられる課題

があるため、労使議論において必要となる要員管理の

「目安」を示すこと。

【各系統】

3.2022年11月14日に武蔵野線新小平駅構内で発生した、

スラブ軌道における締結装置不良の事象については対

応に課題があることから、再発防止のために以下の対

策を実施すること。

①今事象の現場の状況については、列車脱線の危険性も

考えられたことと認識し、今後は運行優先ではなく列

車防護の判断を最優先とすること。

②「線路設備モニタリング装置」により、急進性のある

軌道変位を認めた場合は、安全・安定輸送の確保のた

め、整備基準値内であっても早急に修繕・交換作業等

の対応を行うこと。

③今事象の課題等について、関係職場に共有し安全レベ

ルの向上に努めること。

4.「変革 2027」に基づく施策により、組合員・社員に対

して柔軟な働き方が求められている一方で、施策実施

までの過程における社員の理解や準備が不十分な実態

を解消すること。また、施策実施後においても十分な

教育が行われていない現実があるため、それぞれの業

務に対する教育を充実させ、安全第一の職場風土を構

築すること。

5. みどりの窓口が廃止され、話せる指定席券売機の導入

が進む中で、オペレーターとの接続に時間がかかる等、

発生している課題解消に向けて取り組むこと。

6. オフピーク定期券の導入に伴い、想定される課題につ

いて明らかにすること。なお、組合員・社員に周知を

徹底し、必要な教育・訓練を行うこと。

7.2023 年 3 月ダイヤ改正において、全社共通で「その他

時間」を行路内の一部に指定していくとした目的を明

らかにすること。また、列車遅延時における行路内の

一部に指定された「その他時間」の労働時間の取扱い

について明らかにすること。

8.「乗務員の業務等の見直し」により、出区点検や案内

設定等に必要な時間が短いことから、「ゆとり」ある

時間設定とすること。

9. ＪＲ東京総合病院において、要員不足による負担増に

より、組合員・社員が疲弊している実態があることか

ら、安心して働ける環境とするために、職場の課題を

把握し解消すること。

【制度等】

10. 育児休職及び養育休暇・看護休暇について、「別居」

している場合においても制度を活用できるようにする

こと。

11. 組合員・社員を取り巻く社会状況・生活環境が大き

く変化していることから、社宅居住期間制限（15 年）

を 5年間延長可能とすること。

12. 新型コロナウイルスの感染症法上の分類が 5月 8 日

に「5類」に移行されることを踏まえ、取扱いの変更

点について明らかにすること。

水戸地本では、浅野さとし衆議院

議員（左から2人目）と今後も交流

することを確認しました（1月23日）


